
就労支援フォーラムNIPPON　特別企画

精神・発達障害者
主催：

ＮＰＯ法人

大阪精神障害者
就労支援ネットワーク

当日のスケジュール （内容・担当者等、詳細は変更となる場合があります。）

10:00 -  10:10

時　間 プログラム

受　付　開　始（ 9 :30 -  ）

休　憩（ 11 :30 -  11:40 ）

休　憩（ 14 :30 -  14:40 ）

昼　食　休　憩（ 12 :40 -  13:30 ）

開会のあいさつ   NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）  事務局長　保坂 幸司

閉会のあいさつ   NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）  事務局長　保坂 幸司 

講演  「定着支援の重要性、就労支援の在り方について」
NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）  統括施設長　金塚 たかし

講演  「就労定着を支援するためのしくみづくり ～ＪＳＮの実践から～」
ＮＰＯ法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク JSN新大阪 主任   古我知 加奈子

10:10 -  10:35

10:35 -  11:00

11:00 -  11:30

11:40 -  12:40

13:30 -  14:30

14:40 -  15:50

15:50 -  16:00

日時：平成30年7月28日（土） 10：00 ～ 16：00 （受付開始：9：30から）

会場：北海道自治労会館 4F 第4会議室　 定員 ：30名　 参加費：無料
対象 ：精神・発達障害者の就労支援に関わる方

　この４月からの精神障害者の雇用義務化、法定雇用率の引き上げに伴い、三障害（身体障害、知的障害、精神・発達障害）
における新規就労件数で精神・発達障害者が最も多くなっており、精神・発達障害者の雇用は拡大されています。それに対し、
喜びの声もある反面、就労定着に対する厳しい声も伺います。
　今年度より、施行された定着支援事業については、各方面から高い関心を集めておりますが、施行後間もないこともあり、その
あり方や、その効果は明らかではありません。
　そこで、本フォーラムではJSNの取り組みなどをご紹介させていただくと共に、就労定着支援のツールのひとつであるSPISを
通して当事者理解や関係性を構築するノウハウを参加者のみなさまと共有させて頂きます。

Session 2　「SPISの特徴を知る」
　SPISの３つの特徴と、支援者に求められるカウンセリングマインドとコーチングスキルについて、
　具体的に説明します。

Session 3　「当事者を理解する」
　当事者からの発信をどう読み解くか。グループワーク形式で学習します。

Session 4　「当事者との関係を作る」
　当事者からの発信に支援者としてどうコメントし関係を作っていくか。グループワーク形式で学習します。

　 SPIS相談員養成基礎講座
Session 1　「SPISのしくみを知る」
　開発目的から導入効果まで。ワークフローと操作方法をレクチャーします。
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下記までFAXでお申し込みください。メールでのお申し込みの際は、下記①～⑥の内容を本文にご記載の上、ご送信ください。

申込先 ： JSN新大阪 宛   Fax： 06-6195-4592  Mail: jsn-s@diary.ocn.ne. jp
締　切 ： 平成30年7月20日（金）（定員になり次第締め切ります） 申込日： 平成30年　　　月　　　日

①ご所属：

③ご住所： 〒

⑤Fax：

⑥Mail：

④Tel：

②参加者氏名：
フリガナ

※参加受付のメールをご送付いたしますので、必ずご記入ください。

Tel：０6-6195-4591  Fax：06-6195-4592  Mail :  jsn-s@diary.ocn.ne. jp

ＮＰＯ法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク　ＪＳＮ新大阪
就労定着支援フォーラム事務局（担当：古我知加奈子）

〒060-0806  北海道札幌市北区北6条西7丁目5-3

●JR札幌駅 西通り北口出口から徒歩約5分
●地下鉄南北線・東豊線 さっぽろ駅 2出口から徒歩約8分

※会場に駐車場はございません。
　近隣の有料駐車場または公共機関をご利用ください。 

・お預かりした個人情報はフォーラム管理のみに使用し、その他目的では一切使用いたしません。
・お申し込み日から10日以内に参加受付のメールを送付いたします。万が一こちらからの連絡がない場合は、お手数をおかけいたしますが、担当者までご連絡ください。

このフォーラムは、
日本財団の助成により開催されます。

後援：

会場案内

参加申込書（この面をそのままご送信ください。）

お問い合わせ

北海道自治労会館 4F 第4会議室

NPO法人 全国精神保健職親会

 精神・発達障害者に効果的な就労定着支援システム

エスピス

「ＳＰＩＳ（Supporting People to Improve Stability）」は、Web システムを利用
して精神・発達障害のある従業員と雇用企業の担当者、外部相談員の三者を結ぶ
連携プラットフォームです。このプラットフォーム内で、当事者従業員は自身の
心身コンディションを示す指標を自ら設定し発信します。雇用企業の担当者と
SPIS 相談員はその情報をリアルタイムで共有し、当事者の自己コントロール力
と職場の当事者サポート力を向上させるべく、システム内のコミュニケーション
を通じて相互に働きかけます。
※ＳＰＩＳは、有限会社奥進システムの登録商標です。

SPIS
相談員

企業
担当者

Webシステム

専門的相談・情報共有

● 部署が離れていても
　 見守りが可能
● 適切な声かけが可能

● セルフコントロール力がアップ
● 不調シグナルの早期発信が可能

● 常駐しなくても支援が可能
● 不調の兆候をキャッチ

障害のある従業員
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